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　　　はないか，というコメントがあった．

3．会員の新規加入等について

　新入会員9名を承認，退会6名．10月9日現在，

会員数4，364名（内，通常会員3，895名）．

4．2004年度事業計画（案）

　2004年度事業計画の案に対し，今後修正していく．

国際学術研究集会にかかわる補助金申請の募集のお知らせ

　日本気象学会細則第8章「国際学術交流」に基づき，

国際学術研究集会出席および招聰にかかわる旅費の補

助を下記により行いますので，希望者は期日までに応

募願います．

　　　　　　　　　記
対象の集会

A：2004年6月1日～11月30日および

B：2004年12月1日～2005年5月31日の期問に開催さ

　　れる国際学術研究集会

【1】外国で開かれる国際学術研究集会への旅費補助

1．応募資格

　　日本気象学会会員で国際学術研究集会に出席し論

　文の発表もしくは議事の進行に携わる予定の者．

　　ただし，他から渡航旅費に関する援助のある場合

　　を除く．

　　なお大学等の研究を本務とする機関で定職に就い

　　ている方の複数回の助成は原則として認めない．

　　また大学院生の場合は，原則として修士2年程度

　の研究実績を要するものとする．

2．募集人員

　若干名
3．補助金額

　開催地域へのPEX運賃による渡航旅費の半額を

　支給する．

4．応募手続

　所定の申請書類を期日までに国際学術交流委員会

　　（〒100－0004　東京都千代田区大手町1－3－4　気象

　庁内日本気象学会気付）に提出する．大学院生は

　指導教官の推薦状を併せて提出する．

応募締切り日：A：2004年3月15日

　　　　　　B：2004年9月15日
注：申請書は最新の様式のものを日本気象学会事務局

　から取り寄せるか，気象学会ホームページにある

　　　　　　　　　　一国際学術交流委員会一

　ものを使用すること．申請書の様式は断りなく変

　更することがある．古い様式の申請書で応募して

　も受理しない．

　e－mai1での申請は受け付けない．

5．補助金受領者の義務

　当該集会終了後30日以内に集会出席の概要を「天

　気」に掲載可能な形式で1ぺ一ジ（2000字）程度

　にまとめ，報告書として委員会に提出する．

【”】国内で開かれる国際学術研究集会への旅費補助

1．

2．

3．

外国人研究者招聴の旅費補助

外国で開催される国際学術研究集会への気象学会

会員の出席旅費補助を目的とした予算の他に「交

流事業」として年間20万円（今年度実績）が計上

されています．

国際学術交流の趣旨に基づき，使途を「日本気象

学会会員が主催者となり国内で開催される国際学

術研究集会に出席する外国人研究者招聰の旅費の

補助」に限定して，会員からの申請を募集します．

応募手続

申請書の形式は特に定めていない．

当該研究集会の主催者である日本気象学会会員

は，集会の期日，目的，概要，招聰する研究者の

国名，氏名，招聰に関わる費用を明記して申請す

ること．

書類提出先は【1】の4に同じ．

補助金額

国際学術交流委員会での協議による．

応募締切り日：A：2004年3月15日

　　　　　　B：2004年9月15日

4．補助金受領者の義務

　補助金受領者は別に定める様式の報告書を提出す

　ること
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